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オおよ び カ にうしては， これ らに属1 る条文が，新幹線 7)約 入金等の外部資金で まかなわれた。 そのうち 288 億円 (8，000 万

色に悲づく ための鋭定ではな \ ，0)で説明は行時す る。 ドノレ)は ， j lt 界 $Jlれ からの借款である。

(藤崎清) 111'，和 39 ・ 7 ・ 25 取 j;l: ・ 新大阪間 51 5 キロ 全線が開通 し ， 直ちに

とうかい ど うしんかんせんでつど う におけるれっしゃ 試運転を始め ， 1日j 1r 8 ・ 25 全線 4 11手間運転の Lひかり号7 ダイヤ
うんこ う のあんぜんをさまたげるこういのしょばつにか による試逆転が成功 L ， 1司年 1 0 ・ 1 から開業した。
んするとくれいほう 東海道新幹線鉄道における列車運 〔保安対策〕

行の安全を妨げる行為の処罰に関する特例法 東海道新 新幹線の技術，設備は，すべて高速運転を確保するためのも
幹線の列車が， きわめて高速度で，t行でき ゐ』 とにかんがλ ， のであ り ，輸送の安全につし、ては，次の六つの?.!i本方針 に法づ
各方I同で安全対策が講じられて L るが.その対策の 広1 として ， いて ， f~安の完ぺきが矧l されている。

人為的な妨害企防止する tこめ ， �ljlj!MI I の安全を妨げる行為的 ア 絞雨時速 200 km の列車の保全.l: 1:k適な乗り ご こちを確
処~ijに閃 L ，鉄道営業法(lUlìft 33 司法律第 65 り)およ びlfIJi:1;( 町 1 f恥するよう，施設およ び車両を設計 し，施工する。
治 40 ~'.i.H1ti;(\ 45 号 ) の特例を規定した il、作 (II{~和 39 司法待:;f， イ 運転保安設備 二ついては，取級者の注意') Jや判断に頼る
111 勺) で ， ~Uflj道新幹線'乃開業 [! てJある IIH和 39 ・ 1 0 ・ l から施1I ニとを極力少々く し ， 高度の最新技術を導入す る。

された。 この itfltのおもな内界は次のとおり。 ゥ 軌道 ・ !1i l可な どの諸設備の安全について ， 各聞の試作試
l 京 /fIi道新幹線鉄道の別に供する J 'J ifd. ?íl] ïli H;iJ御設備，列車 検を繰り返 L ， 1 分のII/f.謎iを行なう。

集中 11;1]御設備その他の運輸行令で定める }'l] ïII の Jili h の 'ム:1てを時 エ Jti扱 .，v，' O)1tE: JJや判断を高めるため， 両速運転に適応し
保するための設備(施行#HI I] < "("和 39 iド i'ill輸省令第 65 '.J > で定 た尚)立の教育訓練十行なう。

められた設備は ，i'J 動列車制御設備， 列車集 '1' ;1;1] 御"宝 仙， (J銑列 オ 風水科 ・ 治;石等の自然現象に起因する障害に対 して は，
車検知設備およひ手|常列車防護設備) を ll'lWL ， その他 こ れら 京地条例 や泊去の統計的数値などを勘案して十分な設備 とす る。
の設備の機能をそこなう わ為をした将は[)年以 ト の懲役又は カ 人為 Ilt隊得，すなわち I'1動車等の転落，殴7ïなどの郊外
5 7j J' J 以下の *ii金に処すること。 .x ;: 起凶寸る陣容や妨害に対[て，転落や線路内立入りが不可
2 1 の設備をみだりに隙作 し た者は， 1 1 r 以下 の懲役又は 能え 設備 と する ζ と もに，制度的にも規制するよう 関係方耐の

5 万円以下の罰金に処する こと 。 協 JJ'Îê求める。

3 1 の設備な lflf!.\ L ，その他その設備の担霊能をそこなう お (1) ~t 鍛

それのある行為をし た者は ， 5 )j円以 下 の百ij金に 処すること。 最前時速 200km の尚速運転を実施するには， まず踏 切合無
4 列車の五.li1'i の妨FJ となるような方法で ， みだ りに ，物件 ぐする必弘tがあるので，路盤を盛 1 ・ 切取 り ・ 高架矯などとし ，

を東海道新幹線鉄道の線路」にれき，Y.，は 4 れに虹lする h 為な 鉄道や道路 と は全部:îr.体交差に L てある。
した者 1 ;1. ， 1 年以下の懲役又は 5 7j川以 F の *"1金に処するニと。 (2) 軌 道

5 耳nM道新幹線鉄道の線路内にみだ りに .\'r. t) 入っ fょ者は ， ロ/クレー JL コン クリー l ま〈 ら 木， 骨軌条伸縮継!，J ，ノ.
l 1J 以 F の懲役又は 5 Jj円以下の罰金に 処するニ と 。 ズ ロI動形分岐:lfi を採問 L ， 乗 りごこ ちの l向上 と 軌道の強化を
6 点海道新幹線鉄道の走行，' ，の 列車に向か司て物件全役げ， はかると ともに ， !'角速軌道険制1I車に より 軌道の終備の万全を刻l

又は発射 し た者は ， 5 }jJ ' J 以 卜 の日ij合に処する こと。 している

(蛾 lTl :)!) (3) む気設備

とうかい どう しんかんせんのがいよ う 東海道新幹線 高速取電気試験車.こより ， í:1i，気設備の適正な保安に努めてい
の傾要 る。この商述電気試験車は， 履高時速 200km で運転できる 2

〔館業開始 までの経科〕 同編成の電車で ， 車内には最新技術を応用 したエレクトロニク
H日和 3 1 ・ 5 ・ 10 来的道線のわきつをりた検ρ! 寸るため ， 本社』こ 二人計 mll 襟守備え ， .~紋 ・ A. T.C.装置 ・ C.T.C ， 装置および列車無

東部i道線別強調究 会泊 、設ffi :きれ止。その ~;Ii* ， II n和 32 ・ 7 Jili輸 線電話の地 l 設備の機能を高速運転の状態で的確に昔11]定できる。
大1: ' に京海道線の彼線化的必』必 と 政仰の適切な内L lí宣 伝基t箭 L た。 (4) lj1: 1山l

政府 1 :1:. ， 閣議決定そ も って主li 輸i"ì k l l 本| 司 h 鉄道幹線調資会を *車体I:t.強固な強殻構造で重心が低L 、。* 台車は安定性 と乗
設隠し 東海道本線 およ♂ ， これに 1)\] jiJ.jす る主主主幹線円輸送 jJ り ごこちをよくするとと も に， 高周波焼入れ車軸および一体圧
即i強なら ο に愉i若近代化に!見]す る必史事項を'品:議 占せた。 調査 延車輸を{吏 /11 しまた車輸には *滑走悶着検知装鐙を設備して
会 l 土，干fi自殺の結泉， l~ JP] I :t，おお irJ J 5 Cl)j1J I/，~ で，絞 も近代的 いる。 障害物相n徐のためには，車体前頭部の下|司 りのス カ ー ト
な交通機関 と し ての広軌別線 を正E }lする よとと し ， 所要資金の は 16mm の銅版を 6 枚重ねて取 り 付けるとともに，排障2告を取
調達には，柿段のtt'，'償交要望する主レう 趣行の符巾を fi なった。 り 付けてしる。ブ レ ー キ装院は ， 1時速 50km 以上のときには電
五E輸大 1 :': は， この答申を閣議へ報告 し た。 答 r" l lt ，公通関係 気ブレーキを ， lI~f述 50km 以 Fの と き には空気ブレ ー キをそれ

閣僚協議会 tこ付議され， 協議会は ， IIll和 33 ・ 12 w: itlJ道新幹線計 ぞれ使ìJJ寸 るようになっている 。 火災予防として，車両の材質
凶 It ， lj" . J切心芯工する必要があると認め，閣議に報告した。閣 官すへて .1'燃判および難燃性の ものと L ，機M内の ìlliH旨類は，
議 11，これを承認し ， 昭和 34 1{一度泊ら 1111和 39 叶 にヤる継続工 鉄製符伐に'伴;[可l して L る。 各室の窓ガラスは，外側lの厚さ 5mm
事として凶会に予算案を提け， L . 可決成政 Ltニ。 の熱線吸収ガ ヲ λ の中間に乾燥空気を封入し ， 内側には 6 mm
工事は昭和] 34 ' 4 ・ 20 新汁那ト ン不/レ熱海 n で起工式が行なわ の強化ガ ラスを fïl.!川 している。

れ ， 1I{l和139 ・ 10 ・ 1 の開業を ~I ざ して始め ら れた。 (5) *自動列車制御装置 (automatic train controll 
この工事に貨やした費用は ， 当初国会で承認、された総工事費 この装償 1;1.，鉄道技術{研究所で開発 したもので， 新幹線愉送

Lt , 1,972 {C!YJであったが ， 9.:際 L 4l' をね なう 段階になって設計 円安全の主体をなすものである。

協議， !H ~也氏収， 賃金の値上り等によ り 改訂せざるをえなくなり ， 新幹線の列車は，最高時速 200km の高速運転である ため，
最終的には 3，800 億円 となっ た。 ょの工事総合は鉄道依券・借 現在線のように巡転士が平均 lkm ごとにある地上信号 をいち
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